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新潟市土木部土木総務課

第1回検討部会
12月４日

作 業 経 過

第1回検討会議
12月17日

第2回検討会議
12月24日

●部会概要説明（目的、前提条件）
●スケジュール確認
●意見交換（点検結果 瑕疵責任問題 契約期間 複数年化 
債務設定による平準化など）

●先進事例紹介（青森県 岐阜県 宮崎県 長崎県  ）
●課題の抽出
・担い手確保：職員、技術者確保 点検者不足
 業務 効率化：点検  修繕  数年    点検   
費用の増大など

●意見交換

検討内容

課題 方向性 整理課題 方向性 整理

部会検討概要・スケジュール説明部会検討概要・スケジュール説明

先進事例紹介 課題 抽出先進事例紹介 課題 抽出

包括的契約検討部会（ＷＧ１） 取組み状況包括的契約検討部会（ＷＧ１） 取組み状況

第2回検討部会
3月２日 包括モデル事業の基本方針決定

包括モデル事業の基本方針案作成包括モデル事業の基本方針案作成

目標設定・業界  意見交換目標設定・業界  意見交換

12月24日

第3回検討会議
2月５日

●課題 整理
●改善 方向性整理
・点検者の確保
 業務 効率化
●モデル事業の検討着手

課題 方向性 整理課題 方向性 整理

●３つの目標を設定
①事後保全  予防保全  移行（修繕事業 推進強化）
②計画的 効率的 維持管理
③担 手不足 解消
● 業界  意見交換（新潟市建設業協会 建設       
協会北陸支部 PC建設業協会北陸支部 新潟市橋梁維持
補修技術協会、計４団体 ）

3月7日 第2回橋梁アセットマネジメント
検討委員会に提出

●モデル事業の基本方針（案）
・事後保全脱却モデル
 長寿命化推進   
 小規模橋梁 点検モデル
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第1回検討部会
11月25日 部会検討概要・スケジュール説明部会検討概要・スケジュール説明

先進事例紹介 課題 整理先進事例紹介 課題 整理第1回検討会議
12月10日

第2回検討会議
12月24日

●新潟市 橋梁 現状      取 組     説明
●部会概要説明（目的、スケジュールなど）
【目的】
・事後保全から予防保全への転換
 橋梁維持予算 効率化
 点検   維持管理体制 見直 
●意見交換

●先進事例紹介（青森県 岐阜県 宮崎県 長崎県  ）
●課題 整理
 点検 健全度：点検要領 見直  必要
 修繕計画：管理区分2 多  優先度設定 行     

長大橋  砂利道 柵板橋           
橋梁 管理       4つの区分ではなじまない。

・維持作業：M判定橋梁 進    凍結防止剤 影響  
検討項目の抽出とスケジュール検討項目の抽出とスケジュール

検討内容

作 業 経 過

橋梁維持管理検討部会（ＷＧ２） 取組み状況橋梁維持管理検討部会（ＷＧ２） 取組み状況

第2回検討部会
2月22日

橋梁維持管理計画 見直 
の基本方針決定

橋梁維持管理計画 見直 
の基本方針決定

これらをまとめて基本方針とし、第2回橋梁アセットマネジメント検討委員会に提出（3月7日）

第3回検討会議
2月5日

・維持作業：M判定橋梁 進    凍結防止剤 影響  
●意見交換

●橋梁維持管理計画 見直 検討項目 抽出
 点検 健全度：建設       協会北陸支部  意見交換

を踏まえて検討
 修繕計画：管理区分 細分化 橋梁毎 ｼﾅﾘｵ設定 検討
 維持作業：水洗    維持作業 対象橋梁 明確化
●今後のスケジュール説明

橋梁維持管理計画見直 項目
の基本方針検討

橋梁維持管理計画見直 項目
の基本方針検討

●点検要領 改訂
・S判定、M判定 取 扱  新潟県 要領  相違点 明確化
●健全度 診断体制
 健全度 低 C3・E判定橋梁   健全度判定会議 審査
●管理区分 細分化
 現行 管理区分 課題 管理区分 見直 （案）
●維持作業の抽出
●意見交換
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新潟市土木部土木総務課

引継ぎと思われます。 平成25年度道路法 
改正   橋長2m以上の
全  橋梁点検 義務化

計画策定後 ５ 年 経過 
運用する中で、新たな課題が
顕在化

新潟市総合計画
「にいがた未来ビジョン」 新潟市財産経営推進計画

インフラ資産マネジメント編

新潟市橋梁長寿命化計画
H22年度策定

社会情勢の変化
計画更新 必要性

風雪など悪天候下での
維持修繕工事の集中

工事の平準化

これまでの経緯

        効  維持管理計画
   精度 高 維持管理計画

計画の推進を強化する
発注・契約パターンの
検討・社会実験目指す方向性

維持修繕工事の集中

橋梁維持管理検討部会 包括的契約検討部会

戦 略 的 な 維 持 管 理 体 制 へ の 深 化

産・学・官による取り組み
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新潟市土木部土木総務課
戦略的な維持管理体制への深化とは…

【ねらい】
○修繕速度を上げて、事後保全から予防保全への転換を図る
○工事閑散期（４月から６月）の活用により、年間業務の平準化、
工事の更なる品質向上を図る

○点検者不足の解消とコスト削減を図るモデル事業の効果検証

【ねらい】
○新潟市橋梁長寿命化修繕計画の策定から５年が経過し、
顕在化した課題を踏まえ維持管理計画を検討する。

○ 橋梁ごとに「維持管理シナリオ」を導入し、維持修繕のメリハリを強化
○ サビ対策を考慮した維持管理の構築
○ 包括化と多様な契約方式を導入したマネジメントシステムの確立による
・ 修繕速度の向上と、事後保全から予防保全中心の維持管理への速やかな移行

・ 年間業務の平準化（工事閑散期４～６月の活用）と品質向上

～基本方針～

効率的かつ実効性のある維持管理計画及びマネジメントシステムを確立し、社会実験・効果検証を行う

見 直 し 方 針 （案） 社会実験方針（案）･･･ モデル事業実施・検証

基本方針

戦略的な修繕計画の策定

【主な項目】
○橋梁維持管理シナリオの
メリハリ強化

○中長期を見据えた５箇年の
短期修繕計画の策定

効果的な維持管理の推進

【主な項目】
○長寿命化を目指し、水洗い
など効果的な作業による
長寿命化の推進

○更新費用の平準化・低減

点検・診断体制の強化

【主な項目】
○（仮称）健全度審査会議の設置
○点検要領改訂による精度向上

長寿命化推進モデル

事後保全脱却モデル
【概要】
○工事と設計をセットで、複数年、
複数橋の包括契約を行う
【期待される効果】

○包括により、工期、コストの縮減が
図られ、実施速度が向上

小規模橋梁の点検モデル

【概要】

○地元建設会社などによる複数
年の小規模橋梁群点検の実施
【期待する効果】
○点検者の確保

○業務をとおして地形地物に精
通し、災害時の対応力強化を図
る

【概要】

○点検と工事、維持作業をセッ
トで、複数年、複数橋の包括契
約を行う
【期待される効果】

○細やかなメンテナンスで長寿
命化を推進する

○点検者不足の解消とコスト削減を図るモデル事業の効果検証

包括的な契約方式
の導入による解決
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新潟市土木部土木総務課

これまでの課題

要対策橋梁 
修繕が進まない

点検費などの
維持費の増大

・メリハリ強化のための修繕計画
 見直 
 短期修繕計画 精度向上

改善策

１．戦略的 修繕計画 策定

橋梁維持管理計画
見直 方針（案）

橋梁維持管理計画見直し方針（案）について

維持費の増大

橋梁更新費
の増大

点検結果の
ばらつき

・(仮称)健全度判定会議
の設置
 点検要領 改訂

 効果的 維持管理   
橋梁 超長寿命化 ２．効果的 維持管理 推進

３．点検・診断体制の強化
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新潟市土木部土木総務課

 道路       重要度 橋梁特性（構造 第
三者被害等）の観点から４つの区分に分類。
 同一健全度 管理区分 上位橋梁  優先 

現行 橋梁優先順位 考 方

管理区分１
 緊急輸送道路1次の国県道
 交通量20,000台/日以上路線

見直 

戦略的な修繕計画の策定

管理区分2
 緊急輸送道路2次・3次の国県市道
 交通量5,000~20,000台/日
 管理区分1以外    橋   特殊橋梁

橋梁優先順位 変更方針

 現行 ４  管理区分 基本    永久架橋 目
指 ｼﾅﾘｵ 予防保全ｼﾅﾘｵ 事後保全ｼﾅﾘｵ 更新ｼﾅﾘ
ｵ  更 細分化             強化   

管理区分１
 緊急輸送道路1次の国県道
 交通量20,000台/日以上路線

管理区分2
 緊急輸送道路2次・3次の国県市道
 交通量5,000~20,000台/日
 管理区分1以外    橋   特殊橋梁

維持管理    

長寿命化    
 管理区分 以外    橋   特殊橋梁
・塩害区分に該当するＰＣ橋
 第三者被害 可能性 高 橋梁
 橋長15ｍ以上

管理区分3
・重要市道
 交通量1,000~5,000台/日
・15ｍ未満の鋼橋
 多径間橋梁
・塩害区分に該当するＲＣ橋
・架け替えが困難

管理区分4
・上記以外

 管理区分1以外    橋   特殊橋梁
・塩害区分に該当するＰＣ橋
 第三者被害 可能性 高 橋梁
 橋長15ｍ以上

管理区分3
・重要市道
 交通量1,000~5,000台/日
・15ｍ未満の鋼橋
 多径間橋梁
・塩害区分に該当するＲＣ橋
・架け替えが困難

管理区分4
・上記以外

更新    

永久橋シナリオ

予防保全シナリオ

事後保全シナリオ

戦略的短期修繕 策定（５箇年）
（       修繕計画 更新計画     ）
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新潟市土木部土木総務課効果的 維持管理 推進

・水洗いなど新たな効果的な維持作業により、長寿命化を推進し、橋梁更新時期 
先送  更新費用 平準化 低減を図る。

橋梁の修繕・更新費の予算イメージ
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新潟市土木部土木総務課点検・診断体制の強化

建設コンサルタント 市 担 当 職 員

点検要領 基  
点検・診断の実施

健全度診断協議

健全度確定
【現状の課題】
・点検技術者によるばらつき
 危険 損傷 見落  

現行 健全度診断   

点検 健全度診断変更方針

建設コンサルタント 市 担 当 職 員

点検要領 基  
点検・診断の実施

健全度診断協議

健全度設定

健全度 低 
C3・E判定橋梁  

（仮称）健全度審査会議

【変更方針】
 健全度判定会議 審査   確定
 点検要領 改訂 健全度確定
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包括的契約手法による社会実験方針（案）包括的契約手法による社会実験方針（案）

（案）社会実験方針（案）
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今後のスケジュール（案）今後のスケジュール（案）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

詳細計画

第
1
回

橋
梁
ア
セ
ッ

第
2
回

橋
梁
ア
セ
ッ

第
3
回

橋
梁
ア
セ
ッ

基本
計画

橋梁維持管理
計画の見直し

第
4
回

橋
梁
ア
セ
ッ

検討委員会

運用

第
5
回

橋
梁
ア
セ
ッ

第
6
回

橋
梁
ア
セ
ッ

（任期：平成29年10月22日まで）

運用

社会実験 効果検証

詳細検討
基本
検討

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
委
員
会

(

10
月
23
日)

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
委
員
会

(

3
月
7
日)

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
委
員
会

(

12
月
頃
予
定)

事後保全脱却モデル

長寿命化推進モデル

小規模橋梁の点検モデル

社会実験 効果検証

社会実験 効果検証

モデル事業
の社会実験
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ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
委
員
会
(
3
月
頃
予
定)

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
委
員
会

(

3
月
頃
予
定)

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
委
員
会

(

3
月
頃
予
定)


